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『冬休みと言えば、なわとび！』
講話 ５年担任 村瀬 善昭

もうすぐ楽しい冬休みですね。冬休みと言えば、お正月でも、クリスマス、

でもなく、冬休みの日誌！！その中で、どの学年の日誌にものっているページ

があることに先生は気付きました。それは、なわとびのページがあることです。

６学年すべての日誌の１２月２４日か２５日のどちらかのページに、なわとび

のページがあるのです。

３学期には、なわとび集会もあるので、今日は冬休

みに練習できるようになわとびの話をします。

なわとびをするとどんな良いことがあるのか。まず

は、体が疲れないようになります。長い時間、運動を

していてもへっちゃらになります。体力が高まるとい

うことです。そしてもう一つ、リズム感が養われて体を動かしやすくなります。

自分の言うことをよく聞いてくれる体になるのです。しかも、効果たっぷりの

なわとびは、縄と少しだけ広い場所があればすぐにできる運動です。一人でで

きます。体力を高めるのに、こんなに便利な運動はないかもしれません。

それでは、さっそく二重跳びがとべるようになる話をしていきたいと思いま

す。二重跳びのこつは、ずばりリズムと縄の回し方です。高くジャンプする・

・・・あまり必要ではありません。「タ・タッ、タ・タッ・・・」のリズムで跳

ぶことと手首で回すことができれば、だれでも二重跳びができます。そのため

には、縄を持たずに手をたたいてジャンプする練習、切れているなわを両手に

もって回す練習があります。練習を工夫することはとても大切です。回す時は、

「縄を回そう！！」と考えるより「縄を上下にすばやく振ろう！！」とした方

がよいです。むだなく縄が回ります。

二重跳びはできるよ！という人。三重跳びはできるかな？

この冬休みに練習してみてください。



情報モラル授業
最近は情報技術が発達し、パソコンやスマホ以外にもいろいろ

な機器で簡単にインターネットにつながります。そして、インタ

ーネットを介しての事件も他人事ではなくなっています。そこで、

１８日（金）の６年生のコンピュータの時間、情報教育講師の加藤先生に情報

モラルの授業を行ってもらいました。

最初にインターネットにつながる機器として、コ

ンピュータやスマホだけでなく、ゲーム機や音楽プ

レイヤーなどもあることを教えてもらいました。そ

して、事前に取ったアンケートをもとに全員がイン

ターネットに関わる環境にあることを確認してもら

いました。そこで、安全にまた問題が生じないよう

に活用していくために必要なことを教えてもらいま

した。

その主な内容は、次の通りです。

①個人情報を載せない。

（写真も個人情報が入っているので安易に載せない）

②必ず「フィルター」をかける。

③文字では会話とは違って気持ちや状況がうまく伝わらないので、気を付

ける。

④「依存症」にならないように、時間など決めて使う。

⑤家庭で使い方のルールを決める。

５年生のときにも「スマホ・ケータイ安全教室」

を開催し、同じような内容を教えてもらいましたが、

ほとんど忘れてしまっていたようです。おそらく「自

分にはあまり関係ない世界」という意識だったため

ではないかと思われます。しかし、確実に危険や問

題が迫っています。また、アンケートの使用時間の結果を見ると「依存症」が

心配される児童もあるようです。ぜひ、家庭で話し合っていただき、『わが家の

ルール』を作ってください。


